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社会福祉法人都城市社会福祉協議会 令和５年度第１回理事会 議事録 
 

招集通知年月日  令和５年４月２０日（月） 

開 催 日 時  令和５年５月３０日（火）１３時３０分～１４時４２分 

開 催 場 所  都城市総合社会福祉センター２階研修室 

出 席 し た 役 員  理事１１名（理事定数６名以上１２名以内） 

満安真由美、有川俊一郎、坂元京子、柿木原康雄、石田操、平井泉 

島津久友、杉元智子、渡瀬登、林典生、堀江幸治 

          監事３名（監事定数２名以上３名以内）  

髙野眞、柿木一範、坊野国治 

欠 席 し た 役 員  理事１名 

          宮城博範 

説明のため出席した職員  事務局１０名 

          大田勝信、櫻田賢治、黒原清美、大牟田智子、森山慎悟、田村真一郎 

白尾清美、又木勝人、栗山将平、井上優子 

招集者出席の有無  会長 島津久友 出席 

議事録作成職務者  井上優子 

議 事 の 結 果   

定刻前に出席予定の理事、監事が全員揃ったことから、事務局栗山将平が当日追加資料 

及び差替え資料について説明し、開会を宣言。まず、定款に基づき、会議の成立を確認。

次に定款に基づき、石田操理事を議長に選任し、議長は、島津久友理事、髙野眞監事、柿

木一範監事、坊野国治監事を議事録署名人に指名して、直ちに議事に入った。 

審議の結果、次表のとおり、全会一致で議決された。 

 

報告第１号 職務執行状況報告について 承認 

報告第２号 専決処分した事件の報告について 

 専決第1号 

・社会福祉法人都城市社会福祉協議会給与規定の一部を改正する 

規定の制定について 

承認 

議案第１号 令和４年度社会福祉法人都城市社会福祉協議会事業報告について 可決 

議案第２号 令和４年度社会福祉法人都城市社会福祉協議会社会福祉事業会計

収入支出決算について 

可決 

監 査 報 告   

議案第３号 

 

令和５年度社会福祉法人都城市社会福祉協議会資金運用計画につ

いて 

可決 

議案第４号 

 

諸規程の改正について 

・社会福祉法人都城市社会福祉協議会事務決裁規程の一部を改正

する規程の制定について（別紙１） 

・社会福祉法人都城市社会福祉協議会評議員選任・解任委員会運

営細則の一部を改正する細則の制定について（別紙２） 

可決 

 

議案第５号 社会福祉法人都城市社会福祉協議会評議員選任候補者の推薦につ

いて 

可決 

議案第６号 社会福祉法人都城市社会福祉協議会令和５年度第２回評議員会の

開催について 

可決 

 

終 了 時 刻  １４時４２分                                                                                  
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議 事 の 経 過 

石田操議長「それでは議事に入らせていただきます。まず、報告第１号職務執行状況報告

について、会長及び常務理事より報告をお願いいたします。」 

島津久友会長「それでは報告第１号職務執行状況報告について社会福祉法第４５条の１６

第３項及び社会福祉法人都城市社会福祉協議会定款第２１条第５項の規定により、会長の職務

執行状況、また常務理事（業務執行理事）の職務執行状況につきまして定期的に報告を行うも

のです。今回は、前回の理事会以降、令和５年３月９日から令和５年５月２９日までが報告期

間となっております。」（以下、資料に基づいて説明） 

杉元智子常務理事「引き続き、常務理事の業務執行状況について報告を行います。」（以

下、資料に基づいて説明） 

議長「ただいまの報告につきまして、ご質問等はございませんか。」 

議長「質問がないようですので、報告第１号については報告のとおりといたします。」 

議長「続きまして、報告第２号専決処分した事件の報告について、事務局より説明をお願い

いたします。」 

事務局櫻田賢治「職員の安定的確保を図るため、社会福祉法人都城市社会福祉協議会給与規

定の一部を改正する規程の制定について、理事会を招集する暇がないと認め、定款第２８条の

規定により、専決処分するものでございます。」（以下、資料に基づいて説明） 

議長「ただいま説明が終わりましたが、ご質問等はございませんでしょうか」 

髙野眞監事「監事の立場から気になる点を質問をさせていただきます。今の時代はいろいろ

な人の紹介を得ながら人材を集めるということが、人とのつながりを大事にするという意味で

企業等もよくやっていることではありますが、昔コネでいれてもらうという話もよくありまし

たし、そのようなことを少し連想してしまいました。そして、紹介した人に対して奨励金を出

すということが果たしていいのかどうか腑に落ちないところもありますので、職員紹介奨励手

当制度を行う原点についてもう少し詳しく説明してもらいたいと思います。」 

事務局大田勝信「いわゆるコネの採用については想定しておらず、社協で働いている職員の

紹介を想定しております。そこまでしないと職員の確保が非常に難しいというのが大前提の話

で、この制度を使って入職したとしても６か月はきちんと人物なり仕事ぶりを見たうえで、手

当てを支給するようにしております。紹介した職員はもちろん奨励手当という形で支給します

し、紹介された職員に対しても手当という形で支給することを考えております。いずれにして

も、人材確保ということが最大の目的です。」 

議長「よろしいでしょうか。それでは他質問がないようですので、報告第２号についてはご

報告のとおりといたします。」 

議長「それでは次に議案第１号並びに第２号、そして監査報告まで関連がございますので、

一括でご審議いただきたいと思います。それでは、議案第１号令和４年度社会福祉法人都城市

社会福祉協議会事業報告について、議案第２号令和４年度社会福祉法人都城市社会福祉協議会

社会福祉事業会計収入支出決算について、事務局より説明をお願いいたします。」 

事務局大田勝信「議案第１号令和４年度都城市社会福祉協議会事業報告について、並びに議

案第２号令和４年度都城市社会福祉協議会社会福祉事業会計収入支出決算について、いずれも

令和４年度の事業が完了したということで、１３ページの説明文、令和３年度となっていると

ころは令和４年度に訂正をお願いしたいと思います。都城市社会福祉協議会令和４年度事業が

令和５年３月３１日をもって完了致しましたので、事業報告並びに決算について定款第４０条

第１項の規定に基づき、理事会の承認を求めるものでございます。説明用の資料といたしまし

て、社協ガイドブックで一括して説明をいたします。」（以下、資料に基づいて説明） 

事務局大田勝信「続いて社協ガイドブックに、社協の経営状況ということで書いております

ので、こちらをもって収支決算に代えさせていただきます。」（以下、資料に基づいて説明） 

議長「ありがとうございました。ただいま説明が終わりましたので、ここで監査報告をお願
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いします。」 

髙野眞監事「それでは監査報告を行わせていただきます。監査について報告・説明を申し上

げます。事業監査を去る５月１５日・１６日の２日間、それから会計監査を坊野監事・柿木監

事で１６日の１日行いました。令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの令和４年度事

業ということで（１）事業報告等の監査結果については私髙野から、（２）計算関係書類及び

財産目録の監査結果については坊野監事からご報告をさせていただきます。まず事業報告等の

監査結果についてです。①事業報告等は法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示している

ものと認めます。令和４年度も新型コロナウイルス感染拡大時からの日常生活への影響が続き

ながらも、社協活動の業務執行やボランティア活動の制限等が少しずつ回復しつつある時期で

あり、日常が取り戻されつつあることがうかがえました。それらは社協内のそれぞれの関係部

署はもちろんのこと、社協以外の関係機関、社会福祉に関わるものや社会福祉に関わらないい

ろんな企業・団体等、枠を超えて福祉的課題を抱えるニーズに寄り添って、各職員の課題解決

に向けた積極的な取組が、この事業報告書や担当者とのヒアリングから確認することができま

した。事業報告書の２１ページから２５ページに実施事業総括特記事項という評価の部分がご

ざいます。先ほど事務局長から説明がありました部分がここで評価されており、少し専門的に

はなりますが社会福祉援助技術というソーシャルワークの基本があるわけですが、その中に地

域援助技術の７原則、ニーズ即応の原則や地域主体の原則等があり、その７つの原則が各部門

の職員によく認識されおり、そして活動が展開されているということがこのヒアリングを通し

て理解することができました。ヒアリング中の言葉の端々にそれを感じるところがたくさんあ

り、社協職員がその辺を意識しながら基本に忠実な活動をしていることを感じました。２６ペ

ージからの各事業の個別シートについては、これもしっかり読ませてもらいヒアリングさせて

いただきましたが、個別シートのそれぞれの事業ごとの評価で、コロナ禍での困難事例を抱え

つつも課題を見つけ出して解決に導かれていることがうかがえました。先ほど、社会資源の開

発というところででてきた山田町の「ヒサヨさんち」の話も、なんと素晴らしいことだろうと

思い、これだけ社会資源を活用できるということは社協はすごいと思いました。いろんなこと

が解決につながっており、地域援助技術７原則のスキルとしてきちんと裏付けられていること

を確信できました。ただ一つ欲を言いますと、事業報告書の個別シートには事業成果という欄

があり、当初事業計画書にはより細かい実践目標が書いてありますが、そのことが報告書の中

で成果としてどうできたのか、という部分が少し弱いと思いました。より具体的に分析評価さ

れた形の報告書になれば、職員にとって、あるいは見る人にとってより理解しやすいものにな

るのではないかと思いました。もう一つ言語表現に気になるところがあり、我々からみた表現

の仕方とニーズからみた表現の仕方等、そういうところに配慮していくのはとても大事なのか

なと感じたところです。次に各種監査で重要な各種規程・決裁規定の状況です。出勤簿・超過

勤務簿等については簿冊がなくデジタル化されており、私も初めて見させていただきましたが、

パソコンやスマホから出勤退勤・休暇を入力するようになっており、実際パソコンの画面上で

確認をさせていただきました。全国的にデジタル化の傾向がありますが、問題なのは情報の流

出や情報の誤入力、先日事件もありましたが、入力を同僚の誰かに依頼することも散見される

中で、やはり個人情報の取扱規程等を順守してセキュリティの強化をきちんとしていくことが

大事なのかなと思います。出退勤のことだけではなく、パソコンの中にはデータとしてニーズ

に関する情報もたくさん入っていますので、言いにくいことではありますが、宮崎県社会福祉

協議会のデータが先だってかなり流出した事件がありましたが、そのようなことがないような

セキュリティをきちんとしてほしいと思いました。起案書・報告書・復命書等については、文

書取扱規程に沿ってそれぞれの区分ごとに明確にされており、整理保管されておりました。た

だ、いつ起案して、いつ決裁をとり、いつ施行したか、というところで日付のない書類がいく

つか散見されました。やはり記憶よりも記録ということを考えておくべきだと思います。職員

配置基準と安全対策の規定ですが、事業などの運営に関する各種規程の中で、国は運営に関す
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る最低基準というものを各法人の中で設けておりますが、それ以上の基準で運営されている状

況もあり安心できたところです。また安全対策も適正に規定され訓練等も決められた通り実施

されておりました。この度おおむたこども園の民間委託通園バスの運行が始まっておりますが、

子どもの車内への置忘れや閉じ込めの事案を鑑みて、すぐ安全装置を委託しているバス会社に

取り付けるよう配慮がされたことは非常に良いことだと思います。法令順守及び危機対応とい

うことにつながることと思います。理事の職務執行に関することですが、特に問題となるもの

はありませんでした。成立要件・議決要件・議事録、それから会長の専決事項等のことに関し

ても適切に処理されておりました。どの部署においても地域福祉を核とした事業の展開が非常

に大切ですが、これからたぶんウイズコロナの時代にあっても、今まで以上の生活者の視点に

立った原則というのが優先されなければならないと思っております。２０２５年問題まであと

２年程になりました。地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推進について、地域福祉計画と

地域福祉活動計画を軸にしながら、地域福祉活動計画の実践に向けての社協の機能強化が期待

されると同時に、地域福祉の中核的存在としての社協の組織運営が、そういう視点で今後ます

ます改善されていくことを期待しております。大変長くなりましたが業務監査報告を終わりま

す。」 

坊野国治監事「令和４年度の収入支出決算についての監査報告を申し上げます。去る令和

５年５月１６日火曜日、午前９時３０分から午後３時まで、当社会福祉センター２階研修室で

監査を実施いたしました。私と柿木監事が会計監査について、それぞれ拠点区分ごとに法人運

営事業、地域福祉活動推進事業、障害福祉支援事業、障害福祉サービス事業、介護保険等の事

業、保育事業などを、担当者から執行状況の聞き取り、そして精査を行いました。その結果、

当該年度の事業報告書、資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表および財産目録な

どについて、この内容を証するための契約書、関係帳簿、銀行通帳等の証拠書類等を慎重に監

査しましたところ、監査報告書に記しているとおり、いずれも適正に示しているものと認めま

す。以上、監査報告を申し上げます。尚、令和４年３月１４日付の最終改正、厚生労働省連名

通知が出ているのですが、社会福祉法人指導監査実施要綱の制定についての一部改正に準じて、

監事監査を実施いたしました。また、社会福祉法人の新会計基準、決算チェックリストの確認

を行い、写しの交付、それと会長のほうに財務会計に関する事務処理体制に対する支援業務実

施報告書を交付しました。以上、ご報告申し上げます。」 

議長「ありがとうございました。ただいま事務局からの説明と詳細な監査報告がありまし

た。ここで質疑等をお受けしたいと思います。ご質問等ある方はよろしくお願いします。」 

林典生理事「１号議案・２号議案に絡めて、反対ではなく賛成ではありますが、細かい点

を２つ教えてください。まず社協ガイドブックの件ですが、３ページトレジャーカードネット

ワークについて、今資料を収集していただいて、実際のカードの活用については、今年度、例

えば地域の集まり等で活用されるということでよろしいでしょうか。それが１点目です。２点

目は最終ページの新たな資金確保策の検討ということで、何か今考えていらっしゃることがあ

りましたら教えてください。」 

事務局森山慎悟「トレジャーに関しましては、それぞれ地域の良いところ、人・場・資源、

いろんなものを掘り起こしていこうということで、昨年度、記載の通り７０６の社会資源とい

うことで見える化をしました。これを今後どう活用していくかですが、埋もれているいろいろ

な課題を抱えている方々が、こういう場に参加する・つながっていく、参加支援という取組に

どうつなげていくのかがこれからの肝になっていくのかなと思っております。一つ公民館を通

じてトレジャーを集約した資料もありますが、地域のお宝ブックというものも編集中で、これ

が整い次第関係各位にお配りして、身近な地域での参加の場ということを推進していきたいと

思いますし、いろいろと制度の狭間で埋もれている方々にそういう場に広く参加をしていただ

くということで、今年度さらに魂をいれていくような取組を今年度からさらに充実させていき

たいと思っております。」 
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事務局大田勝信「２点目の新たな資金確保策の検討ということで今具体的に話題にしてい

るのが、終活支援を通じての事業化ということで、いわゆる遺贈とか、空き家ビジネス的な取

組、墓じまいや墓の管理など、資金運用アドバイザーと毎月ミーティングをしている中で、さ

まざまな事業化を考えていこうという話をしていますが、まだ明確にはなってはいません。」 

林典生理事「１点目に関しては、ガイドブックに掲載されているカードが当大学でお世話

になっている方だったので、大学も実際コロナでなかなかつながっていないので、このような

取り組みがあれば学生さんとつながるかなと思い質問をさせてもらった次第です。２点目に関

しましては、どのような取組を現在考えているのかを知りたかったので、ありがとうございま

す。」 

議長「他にございませんでしょうか」 

堀江幸治理事「一つだけ聞きたいことがあるのですが、このガイドブック、初めて見させ

ていただきましたが非常にわかりやすいなというのが第一印象でして、これはどこか配布する

とか、市民の方に周知するようなことはある得るのですか。」 

事務局大田勝信「配布する予定はないのですが、視察などがみえたときに説明するのに兼

ねて使ったらどうかという想定で作成しております。今後検討させていただきます。」 

議長「他にございませんか。それでは質疑等ないようでございますので、議案第１号並び

に議案第２号について原案のとおり承認することにご異議ございませんか。」 

“異議なし”の声あり、 

議長「ありがとうございます。異議なしと認めます。従いまして、議案第１号並びに議案

第２号は原案のとおり可決されました。」 

議長「それでは続きまして、議案第３号令和５年度社会福祉法人都城市社会福祉協議会資

金運用計画について、事務局より説明をお願いいたします。」 

杉元智子常務理事「本年度の社会福祉協議会資金運用計画についてご説明いたします。」

（以下、資料に基づいて説明） 

議長「ありがとうございました。ただいま事務局より説明が終わりましたので、ここで質

問等お受けしたいと思います。質問等ある方はよろしくお願いします。」 

議長「それでは質問がないようですのでお諮りいたします。議案第３号については原案の

とおり承認することにご異議ございませんか。」 

“異議なし”の声あり、 

議長「異議なしと認めます。従いまして議案第３号は原案のとおり可決されました。」 

議長「続きまして、議案第４号諸規程の改正について、事務局より説明をお願いいたしま

す。」 

事務局櫻田賢治「諸規程の改正について、定款細則第１５条第１項第１０号の規定に基づ

き理事会の議決を求めるものです。今回１つの規程と１つの細則ということで２本の規程細則

を改正するものになります。」（以下、資料に基づいて説明） 

議長「それではただいま事務局より説明が終わりましたので、ご質問等をお受けしたいと

思います。」 

議長「ご質問等ないようでございますので、お諮りいたします。議案第４号につきまして

原案のとおり承認することにご異議ございませんか。」 

“異議なし”の声あり、 

議長「異議なしと認めます。従いまして議案第４号は原案のとおり可決されました。」 

議長「続きまして、議案第５号社会福祉法人都城市社会福祉協議会評議員選任候補者の推

薦について、事務局より説明をお願いいたします。」 

事務局櫻田賢治「評議員の選任候補者の推薦についてということで、赤文字で書いており

ます当日差し替え資料を見ていただければと思います。（以下、資料に基づいて説明） 

議長「ただいま説明が終わりました。質問等をお受けしたいと思います。」 
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議長「質問等ないようでございますので、お諮りいたします。議案第５号については原案

のとおり承認することにご異議ございませんか。」 

“異議なし”の声あり、 

議長「異議なしと認めます。従いまして議案第５号は原案のとおり可決されました。」 

議長「それでは、議案第６号社会福祉法人都城市社会福祉協議令和５年度第２回評議員会

の開催について、事務局より説明をお願いいたします。」 

事務局櫻田賢治「令和５年度第２回評議員会の開催について、定款第１４条第１項及び定

款細則第５条第１項の規定に基づき、理事会の議決を求めるものです。」（以下、資料に基づ

いて説明） 

議長「ただいま事務局の方から説明が終わりましたので、ご質問等ある方はお願いいたし

ます。」 

議長「それでは質問等ないようでございますので、議案第６号については原案のとおり承

認することにご異議ございませんか。」 

“異議なし”の声あり、 

議長「異議なしと認めます。従いまして議案第６号は原案のとおり可決されました。」 

議長「それでは、以上で議題はすべて終了いたしましたので、協議については終了したい

と思います。これで私の議長の席を退任させていただきます。ご協力誠にありがとうございま

した。」 

事務局栗山将平「それでは、以上をもちまして令和５年度第１回理事会を閉会いたします。

皆様ご協力ありがとうございました。」 

                                            

 

以上の議決を明確にするため、この議事録を作成し、会長及び監事は議事録に記名押印す

る。 

 

令和５年  月  日 

 

 

           会長                      印  

 

 

 

           監事                      印  

 

 

 

           監事                      印  

 

 

 

監事                      印  

 

 


